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血液低比重地区栄養．調査の概況

食品栄養科菜i 地 亮 也

緒 -
0
 

II 調査対象

近年県民の食生活も加工食品の増加，調理の多

様化，社交的，趣味的要素の増大など，食生活の

多様化の傾向により遂時栄養の向上推移をみてる

ところであるが，最近献血運動が強力に推進され

ている背景に血液比重不足による献血不適者が9.Z

％を示めしており，（昭和4,l年1月～昭和41, 
年 6 月末日迄の献血車によっての血液比重測定に•’.
よる不適者，男 l.8 %,女 Z4,. 8%)これら貧血＇

県内献血状況のうち，血液比重不足による不適

者を最も多く示めしている秋田県南秋田郡井J991村

（昭和..1年 1月 1日～昭和..1年 6月 80日迄

の献血車による比重測定の不適者率54.9%,ぅ

ちが 6.1%)を選定し，献血によーる低血液比重

地区を中心に 8部落を調査した。 ・・ 

：調査地区・・ •秋田県南秋田郡井川村
井内・なごみ田・宇治木の各部落

状態は栄養の摂取と関係があるといわれておるの＇： ：対象世帯および人員・・・農家および兼業農家で

で，今後の献血需給対策および保健指導の基礎賓 • Z 0オ以J:.6 0オ未満の者，世帯

料とするため，個人別の栄養摂取量と血液の生化

学的検査を実施し，食生活および栄養との関連を

調査したものである。

従来の国民栄養調査方式によれば，世帯別の自

計方式で，正確な喫食量と個人•Bll摂取量に難点が
あるので，希に本調査は食事買上げ方式により鯛

査を実施した。

数および人員構成は表 1のとおり

2 ・6世帯， 65名

調査期間・・・昭和4,2年 1月 28日～ 27日の

ぅ~ち 1 日間

・‘’ 
1 9,., 

.' さ．．

表1
対象世帯数及び人員構成

世帯数 性別
20オ 8 0オ 0ヽオ・ 50オ

計
~g 9オ ~89オ ~4, 9オ ~69オ

井 内 男 2 8 

゜
ヽ ， 

5 
女 5 ヽ 1 8 2 11 

なごみ田 男 . 0 8 I 2 6 
10 
女 ＊ l 4 6 1 5 

:.•冗宇：＾論·木 男 1 l.  4 ヽ l 0 
. \•·. ' •. 11 

女
,. 8 6 8 14, 

； 
,. 2 

計 男
3 

8 7 
．． 
5 10 2 5 

116 
女 4 l l 4, 0 l ll l 8 

総 計
； 

l 8 6 5 1 6 • l l 8 l 
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図 l 秋田県低血液比重者率分布
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,I 調査項目および方法
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血液比重（硫酸銅法）・血色素量しザーリ

小宮氏法）・赤血球数＇（トーマ計算盤による）

血清蛋白（日立屈折計による）・ヘマ、トクリ

ット・血色素係数・コレステロール（ザック

ヘンリー変法）・血圧

b 検便

潜血反応（参木氏法による）・虫卵検査

（塗抹および集卵法）

C 尿検査

糖，蛋白，ウロビリノーゲン

8) IE常血液比重老群と低血液比重者群（貧血者

群）の分類基準

献血車による採血基準により男女とも全血比

重 1.0 Ii 2以上の者を正常者群として 1.0 5 2 

未満の者を低血液比重者群とした。

た。

2)検査

a 血液性状検査

w 調査成績
(ll 血液（性状調査）検査所見

貧血および農村栄養の関連指標として血液比重，

血清総蛋白，ヘモグロビン，ヘマトクリット，赤

血球数，色索係数，血清総コレステロールの測定

を行なった結果次のとおりである。

L)全血比重

表 2のとおり，男の平均全血比重は 1.05 5 9 

表 2

血液所見（血液比重）

＼ 部落別 性
全血比重 血清比重 全血比重 l.U619以下の者

別 N M 士8 N M 士a N 
l.U 5 1 

％ 
以下の者

男 s 1.u116u±o.uu11 8 1.u2 6 6+o.0 0 0 9 8 0名 u 

井 内 女 l U l.U616+0.0022 9 l.u27U土0.0U U 9 l o 5 II 0.U 

計 l 8 1.u6 8 6土o.uU 8 U 1 7 l.u 2 6 7士o.00 0 9 l 8 5 2 7.8 

男 6 l.U 6 ？ヽ土0.UU 2 l 6 1.0 2 6 0士o.00 1 0 6 l 16.? 

なごみ田 女 18 l.U Ii U 2士o.uU 2 4, 1 8 1.u2 6 ？土o.uO 11 l 8 ， 6 9.2 
計 1 9 l.U 5 l 6士o.uu 8 l 1 9 1.u2 6 5土o.uu 1 1 1 9 l U 5 2.6 
男 ? 1.0 5 ? 0士0.0u Z 4, 7 l.U ~ 6 7土0.U U U 7 7 u 

゜宇治木 女 1 1 l.U Ii ll 8士o.uo 2 7 l l l.u8 9 2士O.uo U 6 1 1 8 Z 7.8 

計 18 l.U 5 4, 1土o.uU 8 5 l 8 l.U l! 7 UナO.uU O 7 l 8 8 16.7 

男 21 l.U 5 5 o+ 0. U U 2 8 2 1 1.u2 6 5士o.uU U 8 111 l 8ヽ

平 均 女 8 4, l.U 5 1 8士o.uU 11 6 8 8 1.0 II 6 9土O.oU U 9 8ヽ l 7 5 0.0 

計 5 5 l.U 6 8 l士o.uU 8ヽ 6 4 l.U 2 6 8士o.uu u g 6 5 1 8 8 2.7 



｀ -.222 -

、土 0.0O.ll 8で正常値 LO.55~LO6-3に比べ低く

女の平均は l.O5_ l_S土O.O,OII 6で正常値い』 5ll 

~l.060範囲外の低値を示している。男女平均

はl.05,81士o.o_os 4,-で，部落別にみると薔田が
最も低い平均値を示している。

全血比重1.0 5 ll未満の低血液比重者率は男

4. 8 %，女50.0 ％，平均 82. 7％で女の％

表3

は低血液比重者であり，部落別では荒田が最も

高く，宇治：木が低率であった。；‘．.`.`.9 

2)血清比重

血清比重は男乎均 1.08 6 5士0.00 Ii 8.,女

l.U 8 6_ 9土o.uu 0 9，男女平均 l.u26 8土0.0009

であり，部落別では全血比重と同じ傾向にあっ

た。

血｀液 所 見

項目
性
血清コVステユ必ー血清蛋白 へモグロビン 赤血球数 色素係数 ヘマトクリツト

部落別 N M 土 8 N M土 8 N M土 8 N M土 8 N M± 11 N・ M土;i'

名
18＆謡

名

"”炉—°ヽu
名 ％ 名

“75戎土叫11?., 
名％ 名

“5±％ 15 男 8 8 ， "9士5.6 8 8 0.805土0.U94, 8 

井 内 女 9 1•95+ 159 9 752士o.88 11 628士8羞 11 4,U6.5土26:4 11 0.778士o.°” 9 89吐 o≫
計 17 189l士175 17 "5士o紐 20 68“+99 19 4,881土48i 19 0.786+0.086 l., 896+a 

男 6 148ヽ士10:. 6 7l6士098 6 79.8土5.II 6 4,55JJ士216 6 0.87辻0.U6U 6 4.9.7士a
なごみ田 女 18 161≫土815 18 ”4土叫8 15 66.Z十69 15 8851.1士2?£ l.5 0.8?3士0.100 18 88.a十ー86

計 19 1561士28l 1g ”2+。が8 21 70.0土8.7 21 4U5吐 41i 21 0.878十o.090 19 “o士4.6

I宇治木
男 ? 1586+ 9.8 ？’?“,十oB8 8 77.li+7ll 8 4589十82J 8 0.860+0.068 7“J+a.8 
女 11 1581士17.5 11 7.66士0.25 12 6?3土5B 18 897.5士81£ 12 0.868士0.U96 11 8虹 r_21
計 18 158.8±15.u 18 ”?+o.81 2U "8+82 l!U 位 0吐心 2U 0.862十0.084 18 891'± 5l 
男 21 145U土15!1 21 ”に土0.$6 28 ”JJ十65 22 4,68:Z土80J 22 0.“け十o.080 21 “‘卜邸

平 均 女 88 152.9土25.8 88 798+o.8? 88 65JJ十？ヽ 88 896"十805 88 0.841十O.lOll 88 "•·十“
1 計！“ 148u士81U154 7“9士0.89161 69.9十91) 6U 4205十4位 6U 10.“叶 o.u96 64 “ぇヒ4.7I 

8)血清総蛋白

表 8のとおり平均血清蛋白は 7.49土0.8g%ル

と正常範囲 6.5~8. 2 ~必内にあり，男 7.84'

士 0.8 6 ~必，女 7.5 8士o.87ル社であった。
郁落別では宇治木が高く，麓田が低値を示し，

血液比重と同じ傾向にある。

4)ヘモグロビン

へモグロビンの平均値は 69. 9士 9.U％であ

り，男 77. ll士 6.5 %,女 65. 6士 7.4,%と何

れも標準値，男 95％，女 85％および生理的

範囲男 85 %~l  U 5 %,女 75%~9 5 ％ょ

りかなり低い値を示している。

5)ヘマトクリット

平均赤血球容積は38. 2士｀ 7 ％で男4,2. 5 

士 2.6 %，女 85. 4,士 3.4, %と標準値男 44 % 

'女88％より何れも低く，生理的範囲男 4.u%' 

~4' .8% ，女 8 4%~4 2％の下限に位置して
いる。

6)赤血球数

平均赤血球数は4,2 0.5士44,.8菟吋iで，男

4, 6 2. 7士80.1万mrri''女 89 6.0士80.5万ぶ叶と

標準値男 47 u 7j,'inin"， 女480万血fより低

く，特に女の平均値が生理的範囲男 41U万血f

~5  8 0 Jj'Jihi'，女 88U免叫～4,80万血fの下

限に位置している。

7)色素係数

F • Iは平均 0.84,2士0.09 5であり，正常

l.oouより低く，低色素性貧血を示していると

思われる。

8)血清総コレステロール

血清総コレステロール平均値は 14,8.U土

2 l.U“，，社で，男 145.U士15.7寛少社，女152.9

土 25. 8呼必と正常値の下限を示しており，異

常者は比較的少ながった。

(2) 身体状況調査
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ー表 4

自覚症状有症率及び現症有症率

こ 性別
自覚症状有症率 現 症 有 症 率

l 

受検者数＇ 有症人員 有症率 受検者数： 有症人員
・ ~ 9 9 ●..  ！ 

有症率

男 ， 2 2 8 % ， 6 6 ?% 

井 内 女 11 5 4, 6 11 10 9 I 

小計 2U 7 85 8 0 1 6 8 U 

男 6 l 1 7 6 8 5 U 

なごみ田 女 1 4, 6 4 8 14 l l 7 9 

小計 20 7 85 2 U へ 14! 7 U 

‘男 8 2 25 8 8 8 8 

宇始木 女 l 8 6 5 U l 2 8 6 7 

小計 2 U 8 4, u 2 U l 1 5 5 

男 28 5 8 2 .28 lZ 5 2 

・計 女 8 7 1 ? 4, 6 8 7 2 9 7 8 

小計 6 U 2 8 8 7 I 6 0、 4, 1 6 8 

表 5 自覚症状及び現症状況並びに発現率

現 症．
．．．貧 口 浮 1心三＼ 自覚症状

めた＜心ど息 疲貧血覚し 毛角I け消I ひ圧
ま らう．切れ をて計 角 孔化ん腹 、＇雑 計

Vヽ 反
いちみ臓き＇れ る自る

男 ， l 2 
゜゜

1 

井内 女 11 8 2 8 2 4, 

計 zu 4 ヽ 8 2 5 
男 6 1 l 

゜
90 

゜なご灰日 女 14 5 5 4 2 5 

計 zu 6 6 4! 2 5 

男 8 l l • 1 

゜
1 

宇治木 女 12 1 

゜゜
C 5 

計 zu 2 l 1 

゜
6 

男 28 3 4 l 

゜
2 

合計 女 8? ， 7 7 4 14 
計 6U 12 11 8• 4, 16 

発現，率 20% 19%:18%: 6% 切％

l)自覚症状および現症状況

自覚症状有症率については，表 4 ・表 5のと

おり男 22%,女4,6％と女は男の約 2倍の有

症率を示し，平均 87％であった。症状内容で

は「疲れる」が最も多く 27％次いで「めまり

「たちくらみ」等で全体の 90％が自覚症状を

゜91 
1 

゜98 
2 

゜゚
゜゚
8 

8 

5茨

血 炎 性症 射失筋痛 腫 音

4, 1 6 0. 

゜
8 u 

゜
， 

15 

゜
5 

゜
2 8 

゜
l 11 

19 l 10 

゜
• 2 6 u 1 2U 

2 0. l 

゜
1 u 

゜
u 2 

28 2 ， 
゜
u 1 u u 12 

25 2 10 

゜
・1 1 u 

゜
l4 

4, 

゜
8 

゜
2 

゜
I u 5 

6 8 8 

゜
4l u 

゜
u ， 

10 2 5 

゜
6 

゜
l u 14 

10 1 8 

゜
8 8 l 

゜
16 

44 4 1 7 

゜
6 4 u l 82 

54, 5 25 0 ， ？ l l 4,8 
90% 8% 41% 0 15%, 12% 2% 2% 8U% 

もつており，農夫症との関連傾向も観察される。

現症有症率は男 52%,女？ 8%,平均 68 

％と％の者が身体症候発現率を示しており，

症状内容別では口角炎が最も多く 4 l％次にけ

ん反射消失 1.5％，ひ腹筋圧痛 12％とビタミ

ンB群の症候が多く，次いで貧血の順である。
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•表 6

血 圧 状 況

最高血圧 最低血圧 最高血圧 150 1 最低血圧 90

部落別
性別
受検者数

平均値
受検者数

平均値
以上の者！以上の者mmHg 畔g

男 ， 134 8 90 1 8 

井 内 女 1 1 126 l l 85 1 I 8 
Iヽ •計亨与 20 180 1 9 8 ? 2 6 

I 男 6 142 6 89 2 4 

なごみ田 I 女 1 4, 13 5 1 4, 85 8 4, 

I計平均 :& 0 1 3 7 2 0 86 6 8 

宇治木1: 8 I 8 4, ？ 9 0 

゜
4l 

1 2 180 l 2 82 8 2 

計，平均 20 I8Z l 9 85 8 ， 6 

舟
28 l 3 6 2 l 90 s (1s.o%) 11 (52.4%) 

乎 均 8 7 181 3 7 84 7 (18.9%) 9 (BU%) 

1計平均1 6 0, 1 8 8 5 8 86 10 (lo. 7%) I 20 (8ヽ 5%)

濠 （）内は異常者率

2)血圧の状況

検診時における血圧の状況は表 6の如く，高

血fEC最大血圧 l5 0 llllllHg:最小血圧 90 mmHg 

以上の者）出現率は最大血圧で男 13％，女 19

％，平均 17％を示し，部落別では荒田が最も

高率であった。

表 7
寄生虫卵保有者の全血比重及びヘモグロビン平均値

性 別i， 項 目 受検者数 全血比重 受検者数 へモグロビン

釣虫（＋） の者 5 1.0 5 5 4, 6 7 4.7 % 
男

＂ (-) ’’ 
l 5 1.0 5 5 5 1 5 7 7.9 

I ＂ （＋） ＂ 
4 1.0 5 0 8 6 6 5. V 

女

＂ 
(-) ＂ 

8 4, 1.0 5 to 24 6 5.2 

寄生虫（＋） の者 1 8 1.0 5 5 2 14 ? 5.9 
男

＂ 
(-) 
＂ 

？ l.O 5 6.0 ？ 1 9.0 

＂ （＋） ＂ 
1 8 1.0 5 1 8 zo 6 6.1 

女
(-) 
＂ 

10 1.0 6 0 4 l 0 6 2.6 ！ ＂ 
3)寄生虫卵保有者の全血比重とヘモグロビンの

関連

戦後鉄欠乏性貧血で釣虫症に基づくものが多

かったが，親在ではほとんど影を潜めていると

いわれているが，検査した結果は表？のとおり

である。

釣虫卵保有者の全血比重については（一）の

者との差が男＋ 0.0001,女＋ 0.00 0 2 とほと

んど差が認められなかった。寄生虫卵保有者に

ついても同様差異がみられなかった。

釣虫卵保有者のヘモグロビンについては(-)

の者との差が男十 8.2%・女ー 0.5%で男は若

干の差がみられるが，女ではその差が認められ

なかった。寄生虫卵保有者についても同じ傾向

を示している。

(3l 栄養摂取状況

1)栄養摂取量

栄養摂取量については，表 8のとおり，井JI|

村平均が熱量で＆117oa).,蛋白質 75.49 J動

蛋 88.6 9，脂質 27.8 9，糖質 38 89， カルシウ

ム448叩，鉄 12.6叩， VA1、142!¥i VB1 on呼8
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表 8

栄 養 摂 取 量
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V B2 ・0.8 0叩， vc 9a叩，動蛋比4S.4 %,殻

類カロリー比 61.6％であり，摂取量範囲にはか

なりの幅がみられた。

男 10 0とした場合の女の栄養摂坂量比率は

平均 8‘2％であり， 20％以上男女差のある栄

養素は動蛋，カルシウム， VA;vs1, VB2．と

鉄， vcを除いた微量栄養素に差が多くみられ

た。本調査と秋田県生産者世帯を比べると，•井

.̀ 
川村が動蛋と VC摂取量が高い他は何れも低い

平均値を示している。又全国農家世帯と比べる

と蛋白質，動蛋， VB2の摂取量が井）1'1村が高く

他の栄養素の摂取量は何れも低くかった。部落

別では総体的に麓田が他の部落より栄養摂取量

'が少なかった。

2)正常血液比重者と低血液比重者の栄養摂取量

正常血液比重者と低血液比重者の栄養摂取状

表 99 正常血液比重者（1.052以上の者）と低血液比

重者（1．052未満の者）の栄養摂取祉(l人 1日）
●、 原食 熱量 蛋白 動蛋

人員 品•9 質
c吐 ， g 

全血比重
LO 5 2 -
以上の者

•女6名'紐`81 2JJ14 719 29.8 
井内，

女5名 1987冷5 2 mo  ⇒ 8“ 48.2 満の者

,, 1.0 5 2'  む
• 以上の者 2.118 1B91 ?0.0 82.7 

なご戎丑
亙▲1.未05 満2の者 •. 女9名 ・1}3紐 . 1953 56.8 250 

1.0 5. ii 
女n名 21156 1))95 , 78& 2?i8 以上の者

宇治木
1.未05 満2の者 女・研5紐88 1948 ?0J. 22.l 

L052 品 2.064 11}67 721 以上の者 29.8 

乎均
：L未O5 満2の者・ 女17名 l,880.19i8 6?.Z.. 29.9 

均gぉ上の者をlO 0 911茨 9?5%98.8'}:102娩

況は表りのとおり正常者群が熱量49臼』，蛋

白質ふ99および脂質，・カルシウム，鉄， VA,
V・Bl;. VO とも摂取量が多く，動蛋，VB2は少

ない結果であった。

正常者群を lO Oとじた場合の各栄養素平均

比寧；異常者群は 93.1％と栄養的に摂取量少

なくアンバランスである。

部落別では，異常者比率の最も高い荒田が他

のグループの栄養摂取量より少ないのが顕著で

ある。，

(4) 食品群別摂取状況

l)食品群別摂取量・

脂質 炭水 力Iレシ 鉄 ・IVA VB1 VBz VO 

化＇
ウム・， 叩 Tll'J IU 咤 叩叩

24.D 8?0 4,78 14Jl 902 0.7ll 0.69 97 

25.8 876 886 12.8 l989 084, 098 67 

• 19.4, 860 889 9.8 11)28 098 0.88 101 

220 • 88~ '328 90 925 061 0.74, 86 

298 868 4,69 11.5 1~4,6 0.67 0.69 87 

• 84.l 81 4'08 123 叫 0.71 0.81 95 
25il 864 451 11.8 l!J99 o.n 0.72 ， 

_. 

Z.5.J. • 84,7 848 10.7. 968 0.70 I 0.7 5 82 
980% 95.8% 76.19 90.J.% 881%1 98.6知10“%8り源． 
食品群別摂取状況については，表 10のとお

りであるが，摂取量範囲で米を除き，他の食品

群すべて摂取量 0gからで食品の合理的組合せ

のうえから注目される。・

男を 10 0とした場合の女の食品群別摂販量

比率は88. 4％であり，男より女の摂取量の多

いのは砂糖類，菓子類，その他豆類，果実，卵

類と比較的嗜好的食品の摂取量が多かった。

本調査と秋田県生産者世帯を比べると，井川

村の摂取量の特に多いものは，その他の豆類，

その他野菜，果実，魚介生物，生乳であり，秋

田県生産者世帯より特に摂取量の少ないものは

砂糖類の％の 5g'油脂類の約Vi6 g，緑

黄色野菜の％4,6 g,卵類の約％ 16 gで

--
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表 10
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表 11

・、』し

正常血液比重者(.1.052以上の者）と低血液比重者 (1.o52未満の者）＇の食品群別摂取量，（ 1人 1 日）．．
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：部畜名心・，＼ 

人． ．穀，類 い △砂 菓 油 種 大大 そ豆 緑野 そ菜 果 海． 魚介類 獣鯨 卵 生．乳！調品＇．総：
総米濠小そ穀 も 糖 子 脂 実 豆豆 の 黄

．の及
戻 草

生乾そ
肉 製I・ 味及 I.:ふ

．、 麦の 及製 他茸 の 嗜鉱・'.'-.:

員． 量類 類他類 類 類 類 頬 類
び品 他農 色菜 野類 類 類 物物他 鳥類 類 乳 品 好料；川計．：

全血比重 ,g. g g i. 9 ， ， i i ， 9. • • 9 ， ， ， g .• 9 g g g ， ，し;,:g
.,-., .1.0 5 2 女 ヅ｀‘ ・； ； 

;7 ' 
以上の者 ,6名 867 696 17＇ 1 ゜

24 io 26 5 

゜
77 ？ 62 2ll8 61 8 94 64 2 ".  80 

゜
．． 1゚9.9.,。

．，井 内
9 ・,. 

； 1.0 5 2 女：• ： •ヽ ・-・ 
·.O~~ 未満の者 :5名 986 691 95 ゜

48 16 85 5 

゜
4,7 54, 4,2 . l4,5 67 8 172 51 8 

15 j ゚
1.0 5 2.  女

． 

以上の者 名`
'191 ,,2'1 64, 0 • 28 4, ， 2 

゜
• 52 • 14 • 88 886 1.06 0 133 5 18 1111 o・ '”; .]:)i,63 

ベなごみ田 •• 1.0 5 2 女・ ．． •., ・’ 1ヽ18

．未満の者 9名 •7 5 5 7.20 85 

゜
4,9 

゜
18 8 

゜
81 2 l4, 266 106、

゜
95 . 6 12 .Z7 

゜゚
〇〖gi節

： .以L.Q上5の2者・. 女 885 0 • 14,1 ｀ 8118 I ・5 

゜
’ヽ5'1981 

11名
8I5. ？〇 2 21 

゜
15 ？ 

゜
58 '218 • 8,182 4? 19 18 

宇治＊
I ・' 

1.052 ・女
622 

~、 6 I’̀ l;;-5~0 ． ， .. 未満の者 ，臼名 . 698 71 o・ 87 8 80 5 

゜
104, 。こ4,2 26B 188 

゜
84 11 14 6g 

゜
: 8 

・~9 .. 

1.0 5 Z さ8名 8針8 ’‘ 2..116 .'8. 91 6 
1が86

以上の者 74,6 102 

゜
28 8‘'16 5 O' 90 ？． 51 吟7912 7 •9 85 85 

゜瑾？函：平 均
1. o・-5 2 •’:, 女・ 、.... ・ .. 

' 
i 未満の老； 17名 ,74,4, 69 ? 6? 

• 0 48 6 26 4 

゜
7 ? 19 .88 828 119 l..11 7 21 io 19 21 

゜
8.1が86

: 
： 1.0 5 2.以上の者を 100ベ ， ．． 
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ある．

食品群別総摂取量男 10 0とした場合の女の

比率は 88. 41 ％で．．，部落別では宇治木 o_~·o_%. 

麓田が最も摂取格差が大き<0・0.. 2％である。

3)正常血液比重者と低血液比重者の食品群別摂

，取量

正常血液比重者群と低血液比重者群の摂取状

・況は表 11の如く正常者群が穀類，砂糖類，油

-22.9•一

脂類，緑黄色野菜，その他野菜果実，魚介顆，

肉類，卵類，乳類の摂取量が多く，いも類，菓

子類が少な＂＇、結果であった．

正常者群を lO 0とした場合の食品群別総摂．

取比率の異常者群平均は 9o. 8％である。

(51 動物性食品および植物性食品摂取量並びに使

用食品数

表12
動物性及び植物性食品摂取量 (1人 1日）．

＼ ・部＇落名
： 植物性食品 動物性食品 大豆及び大 仏）十岡 I| 総 量

性別 人員 豆製品豆類， (A) 9 (B) g ・g ， 
井 内 男 9名 1.5 88 2 2 9、 118 8 4, 2 1,? II 2 

’’ 女 11名 1,8 l 5 2 1 9 ・g l 810 l,5 1.41 

’’ 平均 20名 1,414 S 2 8, 101 ‘・‘ 82心‘ 1,6 3 7 

、男したを％100と． 8 11.8?£, 995.6% 8 0.5% ̀・ 9 o. 6% 8 9.l% 

なごみ田 男 6名 1,8 4 l 2 8 6 'I O ヽ 3 6 1・ 2,12 6 -

＂ 
女 15名 1,8 0 8' 1 7 6 16 252 l,4 ? 9 

平均 ll 1名＂ 1，ヽ69 205 7 6 Z81 1,8 6 4 

, t駐゚ 0と'
..,----,一

・'0.8% 6 1.8% ..  100% 6 9． .8% 
”三・ 9 93% • • 

宇治木 男 1 0名 1,5 8 9 804, 184, 488 1,8 4,：し~・-― 

＂ 女 1 4,名 -1,4, 8 6 2 0 9 l ・s O 8 8 9 1,695 
•--・, 

n. 平均 8 4,名 1,5 0 8 II 4, 8 l 8 2 880 1,7 6 6 
—.. 

男したを％l, 0 0 と 9 6.6% 6 8.8% 9 ?.0% 7 7.4% 
9； 2.0•% 一一—

井Jt1村平均 男 8 5名 1,014 268 11 8 881 1,8 811 
--・-・，ー・

＂ 女 4, 0名 1,8 7 II 1 9 7 9 .9 . 296 1,5 6 9. 
ヽ

平均 65名 1，ヽ64, 2 2 2 108 825 1、68 6 
’’ 

男したを％100 と 8 5.0% 7 8.5% 8 7.6% 7 9. 7% 8 8.4% 

1)動物性食品および植物柚食品摂取状況は，表

1 -2の如く，植物性食品摂取量は1,4,6ヽ 9でそ

のうち大豆および大豆製品，その他の豆類は，

1 0 8 gである。動物性食品摂取量は 2a 8 9 

で，男を 10 0とした場合の女の摂取比率は植

物性食品で 85. 0 %,動物性食品で?8. 6％で

あり，総摂取量の平均比率は 8・3. 4％と何れも

女子の摂取量が少ない。

2.)正常血液比重者と低血液比重者の動物性食品

．および植物性食品摂取量

正常血液比重者群と低血液比重者群の動・柚

物性食品の摂取状況は表13のどおり，動・植
物性食品とも正常者群が摂坂豆多く，丑正常者群

をlO 0とした場合，異常者群の摂取比率は植

物性食品で 91.0 ％，動物性食品で 9o. 0％で

あり，総摂取量の平均比率は 90. 8％と何れも

異常者群の摂取量が少なかった。

8)使用食品数＇

1人 1日当りの食品使用頻度数は（同一食品：

は1日何度使用しても頻度を 1．とした）表 l4,ヽ

のように植物性食品は1•8. 9．，動物性食品で．9

3. 8,全食品では男 l8. l,女 1'1．4,'平均

l'1.'1の頻度である。男を．;lO 0とした場合の

女の使用頻度比率は植物性食品が高く lO 8.6% 

動物性食品は逆に低く'111.-a%•，総使用食品数
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表13

正常血液比重者 (1.052以上の者）と低血液比重者(1.052
未満の者）の動物性および植物性食品摂取量 '(1人 1日）

こ；］分：：：I人員 植物性食品 動物性食品 I 、大豆及び大 (A)+ (B) • 総 量 i 

豆製品豆類， (A)g  (B) g g ， 
I 
全血比重

l 9 7 ! 1.0 5 2 女 1,3 7 9 8 4, 281 1,5 V 6 

I ： 以上の者
6名

井 内 1.05 2 女 8 4o 7 l,24'8 246 101 1,4 8 9 
未満の者 5名

I I 1.0 5 2 女 1,82 ? 226 6 6 292 1,5 5 8 

なーみ 以上の者 6名

.'-田 1.05 ll 女 ,1,2 7 8 140 88 92 2 8 1,418 
未満の者 9名

1.0 5 2 女
11名

1,5 7 l! 209 1 <Ii l 850 1,7 8 l 

宇・治木
以上の者

1.0 5 ll 女 1,8 7 8 1 7., l O 4, 2 8 1 1,-5 5!0 
未満の者 8名 .. 
1.0,5、2 女 1,4 2・6 11 0'9 97 8 0 6 1,685 
以上の者 28名 .. 

均
.. 

` • 平
1.0 5 S ・女 1,2 9 8 1 88 2 8 4 1,4 8•6 ,~ 
未満の者 17名

9 q 

i 

ll>5Z以上の者を 100とした％ 9 1.0 9 0.0 9 9.0 9 2..8 . 9 0.8 
'•らI ・｀．,， 

表 14
使用食品数 (1 A 1日）

食品群
性別 人員 植物性食品 動物性食品 計

部落名

男 ・9 1 2.8 5.る 18.2 

井 内 女 11 l 5.4 傘7 8 0.1 

平均 zo l'-2 5.1 '19.3 

男 6 l 8.8 

｀゚
l ?.8 

なごみ田 女 15 l 2.9 2.9 ' 1 5.8 

平均 81 1 3.0 8.2 .1 6.ll, 

男 l 0 l 4.5 8. 9 l 8.4 

宇 治 木 女 l 4 l 4,.4, 2.7 i. 7.1 

平均 8 4 1 4. 5 8.2 l 7.7 

男 8 5 1 8.6. 雀5 l 8.1 

井 J I;l 村 女 4, 0 l 4.1 8.8 l 7.4 

、平均 65 l 8,9 8.8 l'1.'I 

男＝ 100 % 108.6% 7 8.8% 9 6.1 % 

同一食品の使用綬度数

比率は 96. l％の結果である。

V 考・ 察

生活環境等の因子があると思われるが，栄養学的

関遅で検討してみると，本調査地区は全般的に栄

養摂取量が低く，昭和4,5年を目途とした日本人

栄養基準量に比較すると図 8の如く，男女平均で

低血液比重の要因は生活環境，生理的環境，食 はビタミン 0が基準量を上回る以外は何れも摂坂
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比率が低い。又秋田県生産者世帯に比べると井lI’l

村が割物性蛋白質・ビ・タミン0以外何れも低いし

又全国農家世帯に比べると，蛋白質，動蛋，ビタ

ミンB2 以外は低い状態である。

以上の比較数値は本調査の場合 20オ～ 59オ

迄の成人栄養摂取量平均値で秋田県、全国農家世

帯の栄養摂取量および食品群別摂取量は幼児から

老人迄の世帯全員の平均摂取量であり，成人換算

した栄養摂取量を勘案すると，この差はもつと大

きくなると考えられる。

又，食品群別にみると砂糖類，油脂類，緑黄色

' 置野菜，肉類，卵類等が秋田県および全国農家世帯
より摂取量が少なく，熱量そのものが少ない中で

カロリー給源として効率的な砂糖，油脂類の少な

いのが目立ち，動物性蛋白質源でもプロテンスコ

アの高い肉，卵類が少なく，魚類の摂取が多い。

カロチンの給派である緑黄色野菜の摂取も季節的

関係もあると思うが少ないのが目立つている。

部落別にみて，各栄養素の摂取量の少ない部落

ほど低血液比重者が多く，蛋白質，動蛋，鉄，動

蛋比の少ない部落ほど全血比重平均値が低いのは

栄養摂取との関遅の深いことが考えられる。

又，自覚症状率，現症状率においても蛋白質，

ビタミンA,ビタミンBl 等関連栄養素の摂取量

の少ない部落が高率を示し，健康管理上考慮が必

要であろう。

全血比重測定で低血液比重率の高い者は女子が

ほとんどで，圧倒的に多く，特に女子は生理的要

因等により，又都市部より農村に多いことは諸調

査で明らかにされているところであるが，本調査

地区では特に顕著である。男女の栄養摂取比率を

みると，各栄養素の平均摂取量男を lO 0とした

場合女の平均摂取率は 82％で総ての栄養素とも

男より少なく，部落別では男女比率の最も幅差の

大きい部落が低血液比重者率が高い結果となつて

いる。男女平均栄養量が基準に比べて摂取不足で

あるのに，この男女栄養摂取格差が一層女子の比

重不足を増長されているものと考えられ，農村婦

人の健康を守るうえからも考慮されねばならない

問題である。又これを食品群別摂取の面からみて

も同じ傾向で，平均比率女 8＆会％であり，特に

図 2
-ll3! -

基準量 (S4.5.年目途とした）
と井川村の栄養摂取量比較

: 

脂

質

i 基準量(100¥f)I', 

男

女—---

平均ー・-

注目すべき点は男より砂糖類，菓千硝，その他の

豆類（煮豆等の調碑形態），果実類，卵類が多い

ことで，逆に蛋白質給源の大豆および大豆製品

(88.2%),魚介生物（？ 1.9 %),肉類(410.9

％）等は女子が少ない。これと関遼して植物性食

品摂取総量の男を lO 0とした場合の女の比率は

8 5. 0 %,動物性食品では 78. 5 ％．，蛋白質給源

の動物性食品および大豆並びに大豆製品豆類では

7 7. 7％で，これを部落別摂取量の面から検討す

ると蛋白質給源食品の摂取量の少ない部落ほど低

血液比重者率が高い現状である。

又，一日一人の使用食品数をみると植物性食品

の使用頻度は女が多く，男を lO Oとした場合，

女 1041%,動物性食品使用頻度は女が少なく，

7 8. 8％である。以上何れも婦人の栄養管理上注

目すべきことで，本調査男女平均摂取量が低位に，

あることからも婦人の栄養摂取向上が，婦人の健

康を守るうえから重要なことと考えられる。

正常血液比重者と低血液比菰者の両グループを栄

養摂販豆の点から考察 9／てみるに（全血比重l.()52

未満の者男 1名，女 1.7名につき女子を主点に考

ピ

9
ミ
ン
＾
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察する）基年凸と比絞す；；；，．と図•8 のとお9 ビタ：ミ仁，
ン0以外はかなり下回：つ文お．．・.!)"・,；又正常血液比重

者群は熱豆，蛋白質，脂質，糖質，カルシウム，

鉄，ビタミンA, Bl, 0何れも低血液比重者より

摂取景が多く部落別にみても同じ傾向がみられる。

部落別で低血液比重者率の最も高い麓田の栄養

摂販量は他部落の低血液比重者群よりほとんどの

栄養素の摂取量が少なく，又各グルーブ栄養摂取

量の最低値を示しているものは，熱量，蛋白質，

脂質，糖質，カルシウム，鉄，ビタミンA,Blで

あり，特に熱量の 1,758eatは低栄養状態と考え

られ蛋白質，脂質，鉄，ビタミン等摂取量少なく

栄養のアンバランスが注目され．これらが低血液

比重および貧血の一因子と考察される。

食品群別摂取量からみると．正常血液比重者グ

ループを 10 0とした場合低血液比重者群は植物

性食品で 91. 0％と少なく．特に緑黄色野菜の少

ないのが (64,, 7%)カロチンの攘取を少なくし

ビタミンAとして基準量の約％；の 96 8 IU と低

値を示しておる。動物性食品は 90. 0 %,大豆お

よび大豆製品．豆類 99. 0 % 図 4 全血比重と熱量の関係

前後者合せて 112. 8 %と少な ． •男 0女

いし．総量においても 90.•8. 

％と低摂取量であり．これら

が栄養摂販量と関遅し．低血

液比重等農村婦人の健康に影

響されていると思われる。

各部落別食品群別摂販量も

栄養摂取量と同様低血液比重

者率の最も高い部落が摂取量

少なく．又最低値を示してい

る。

全血比重と個人別栄養摂取

量および食品摂取量並びに使

用食品数0相関図は図 4～図

6のとおりである。

正常血液比重者グループと

低血液比重者グループに栄養

摂取量および食品群別摂取量

の差異が認められ．又男女別

格差並びに部落別差異が血液

図 3,: ヽ
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→； いては関連性がみられる。

i これは使用食品の数より量
と質の問題が考えられ．特に

女子の場合間食等による嗜好

的植物性食品摂取の関係と考

えられる。

血液性状をみると血清コレ
図 6

ステロールおよび血清総蛋白

は各部落とも．平均値何れも

正常値範囲内にあるが．色素

係数 0.84, 2士0.09 5で低色素
性貧血を示している。

貧血はヘモグロビン．赤血

球数又はヘマトクリット値の低

下によるものと言われており

へモグロビン．赤血球数．ヘ

マトクリット値をみると何れ

も標準値より低く．又生理的

範囲の下限に位置しており．

女子の場合特に低値を示して

いる。特にヘモグロビンにお

いては男女とも可成り標準値

より下回つており．低色素性

貧血者が多いことを物語って

おると考察される。

農村健康管理のなかで疲労

その他疾病と関係のある貧血

ーl:1 8~ -

図 5 全血比重と蛋白質摂取量の関係
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は栄養の改善により解消されると思わし昭和40年か

ら昭和 4.2年迄行なわれた秋田県農業看健康生活

管理特別事業で和泉昇次郎氏の健康調査結果と同

様，貧血状態の多い部落ほど，栄養摂取豆が少く，

又同様に血液比重異常者率の高いほど栄養摂取豆

が少く，男女摂取率差が大きい。今後の栄養改蓉

が重要と思われる。

貧血の原因と言われておった釣虫症については

釣虫卵および寄生虫卵保有者とヘモグロビン．全

血比重との相関が認められなかった。

Vi結 念

IRI
一＿―-ロ

農村の健康を守る特に農村婦人の健康管理のな

かで血液比重および貧血と関連して．食事買上げ

計量方式による栄養調査を秋田県井川村で実施し，

検討した結果次の成績を得た。

(1) 当地域の低血液比重者率は．県平均より明ら

かかに高率であり•特に女子の場合½が低血液

比重者と顕著である。

(2) 栄養摂取量については．昭和4,5年を目途と

した日本人基準量および秋田県生産者世帯．全

国農家世帯より低摂取率を示し．食品群別摂取

量においても同じ傾向を示している。

(8) 部落別にみて．各栄饗素の摂取量および蛋白

質給源の動物性食品．大豆．豆類摂取の少ない

部落ほど低血液比重者．貧血．自覚症状率が高

い。

(4,) 各栄養素の男女摂取率については明らかに女

子の摂取比率が少なく．食品群別摂取量につい

ても同じ頃向を示す。使用食品数については植

物性食品使用頻度は男子が多かった。

(5) 正常血液比重者群と低血液比重者群の栄養摂

取量については正わ者群が栄養素のほとんどが

摂取量多く．部落別および食品群別摂取量から

みても同じ傾向を示している。

(6) 個人別栄養摂取量および食品群別擾取量c・と血｝し

液比重の相関をみると．熱量．蛋白質．鉄．動；一

物性食品および動物性食品プラス大豆製品摂取

量と 5％の危険率で有意な相関がみられ・・｀ビタ

ミン C •使用動物性食品数においては認め難い。こ

(7) 貧血状態の指標であるヘモグロビン．赤血球

数．ヘマトクリツト値をみると．何れも標準値

より低く．又生理的範囲の下限を示しており．

一般的に潜在性の貧血が多くうかがえ．貧血状

態の多い部落ほど栄養摂取量が少なかった。

(8) 釣虫の寄生による失血のための貧血は認めら

れなかった。

本調査にご協力賜った県公衆衛生課．五城目保

健所．井Jt1村役場．井川村婦人会および当研究所

母子衛生科．成人病科の皆様に心からお礼を申し

上げます。
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